
　（様式２（1）） 事業所名　　アネシス西宮

目標達成計画 作成日：　平成　　2015　年　10　月　20　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1
52
55

開設より12年目となり、建具や電化製品、周辺
機器等のメンテナンスが数多く必要となってい
る。

ご入居者・職員が共に清潔・安全な環境で
過ごせるように、必要なメンテナンスを確実
に行う。

定期的な清掃や動作確認を実施するとともに、
日常業務の中では早期に異常を見付けられる
よう、職員の意識を高める。軽微な故障や破損
であっても、安全対策に繋げる為には迅速に対
応し、全ての物品の取り扱いは丁寧に責任を
持って行う。

12ヶ月

2
24
54

心地良く過ごせる居室空間への環境整備を
行っているが、意思表示の明確な一部入居者
に偏っている。

全ての入居者において、居心地良くリラック
スして過ごせるその人らしい環境を整える。

担当職員を中心として、本人や家族から「その
人らしい空間・環境」に繋がる情報を聴取し、レ
イアウトや使用物品を検討する。本人の心身状
態の変化に即して、安全で快適な生活を送れる
よう、定期的に見直しを実施する。

6ヶ月

3 35

災害対策において、防災訓練は定期的に行え
ているものの、地域との協力体制の構築や、非
常食の備蓄について整備されていない箇所が
ある。

非常時における地域との協力体制を整え、
非常食の備蓄を整備し、全ての職員が災害
対策についての知識を持てる。

運営推進会議を中心に、非常時における地域・
近隣の援助について協力を依頼。避難場所で
の見守り等、協力を得たい部分を明確にしてお
く。非常食についてはリスクマネジメント委員を
中心に、内容と保管場所、管理方法について決
定する。

12ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


